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	第１条 本会は、大河津分水通水100周年・関屋分水通水50周年記念未来につながる事業実行委員会（以下「実行委員会」という。）と称する。
	第２条 令和４年、大河津分水通水から100 周年、関屋分水通水から50 周年を迎える事を機に、信濃川の治水・利水が現在の新潟の繁栄をもたらした歴史を再認識してもらい、治水の重要性を広く啓発するとともに、河川と社会、人の関わりについて考えるために必要な事業を行う事を目的とする。
	第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するために次の実務を行う。
	第４条 実行委員会は、別表１に掲げる委員をもって構成する。ただし、会長が必要と認めるときは、 別表１に掲げる委員以外の新たな委員を任命することができる。
	第５条 実行委員会に次の役員を置く。
	第６条 委員の任期は、実行委員会が解散するまでとする。
	第７条 実行委員会の総会（以下「総会」という。）は、会長が招集し、議長となる。
	第８条 実行委員会の事務を処理するため、信濃川河川事務所、信濃川下流河川事務所に事務局を置く。
	第９条 実行委員会は、事業の目的が達成したときは、総会の議決を経て解散する。
	第１０条 この規約に定めるもののほか、実行委員会の運営について必要な事項は、会長が別に定める。

